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加
古
川
ブ
ラ
ン
ド
米
（
鹿
児
の
華
米
）
田
植
祭
が

6
月
3
日
、
志
方
町
高
畑
で
お
こ
な
わ
れ
、
４１
組
の

グ
ル
ー
プ
が
田
植
え
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
 

※議会交際費の支出内容を、市役
所行政資料室で公開しています。 
※原則として個人名は除きます。 

平成１８年度議会交際費執行状況 

　 区 　 分 　 

慶弔せんべつ 

賛 　 助 

贈 呈 記 念 品 

懇 談 接 遇 

そ の 他 

　 合 　 計 　 

件数 

30 

2 

4 

5 

4 

45

金額（円） 

429,275 

20,000 

39,201 

72,270 

36,750 

597,496

　
本
定
例
会
初
日
に
、
市
長
か
ら
平
成
十
九
年
度
各
会
計
補
正

予
算
の
専
決
処
分
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
計
十
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。 

　
休
会
中
に
所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
追
加
議
案
二
件
、
議
員
か

ら
会
議
案
一
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

●
市
税
条
例
の
一
部
改
正 

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

●
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正 

　
平
岡
町
中
野
地
区
の
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建

築
物
に
つ
い
て
、
用
途
、
敷
地
面
積
、
外
壁
の
位
置
及
び
高
さ

に
制
限
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

●
市
議
会
政
務
調
査
費
条
例
の
一
部
改
正
（
議
員
提
案
） 

　
こ
れ
ま
で
、
政
務
調
査
費
の
支
払
報
告
書
に
領
収
書
等
を
添

付
す
る
こ
と
は
、
規
則
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
条
例
に

お
い
て
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

  

●
東
加
古
川
駅
南
広
場
整
備
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て 

　
請
負
金
額
一
億
八
千
三
百
七
十
五
万
円
。
契
約
の
相
手
方
・

三
宅
建
設
（株） 

 

●
川
西
小
学
校
管
理
教
室
棟
改
築
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い

て 　
請
負
金
額
三
億
七
千
七
百
五
十
二
万
七
千
五
百
円
。
契
約
の

相
手
方
・
歩
信
栄
建
設
（株） 

　
本
会
議
及
び
委
員
会
で
、
次
の
請
願
及
び
陳
情
に
結
論
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

   

○
次
期
定
数
改
善
計
画
の
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
二
分
の
一
復
元
と
堅
持
に
つ
い
て
（加
古
川
町
北
在
家
・

兵
庫
県
教
職
員
組
合
加
印
支
部
長
・
有
本
　
明
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

○
神
戸
製
鋼
所
等
の
公
害
対
策
に
つ
い
て
（
尾
上
町
養
田
・

神
戸
製
鋼
所
等
の
公
害
を
な
く
す
る
会
代
表
・
小
田
英
一
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

  

○
森
林
の
整
備
、
林
業
・
林
産
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
（
宍
粟
市
山
崎
町
今
宿
・
森
林
労
連
全
国
林
野
関
連

労
働
組
合
兵
庫
森
林
管
理
署
分
会
執
行
委
員
長
・大
柿
芳
則
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

   

○
「
格
差
社
会
」
を
是
正
し
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
庶
民
増
税
の
中
止
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
野
口
町

良
野
・
加
印
社
会
保
障
推
進
協
議
会
代
表
者
・
橋
本
能
直
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
少
数
） 

○
「
格
差
社
会
」
を
是
正
し
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
社
会
保
障
の
拡
充
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
野
口
町

良
野
・
加
印
社
会
保
障
推
進
協
議
会
代
表
者
・
橋
本
能
直
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
少
数
） 

 

条
例 

契
約 

採
択
と
な
っ
た
も
の 

請
願 

不
採
択
と
な
っ
た
も
の 

請
願 

陳
情 

市
議
会
と
は 

本
議
会
と
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か 

市
議
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ 

　平成19年第２回市議会定例会は、６月５日から
13日まで、９日間の日程で開催されました。 
　市税条例の一部改正をはじめ、市長提出議案12
件の審議が行われ、すべて原案のとおり可決され
ました。 
　また、神戸製鋼所等環境汚染問題調査特別委員
会は、「神戸製鋼所等の環境対策がより実効性の
あるものとなるよう、市は外部評価機能を導入す

ること」「住民の健康不安を解消するため、疫学
的に継続した健康調査を実施すること」「市の相
談窓口を明確にし、監視の強化に努め、違反時に
は迅速に対応すること」などを市に対し要望する
とした中間報告を行ないました。 
　また、意見書２件が可決され、関係機関へ送付
されました。 
 

神戸製鋼所等環境汚染問題調査特別委員会から中間報告がありました 

　
加
古
川
市
は
、
福
祉
、
教
育
、
医
療
、
上
下
水
道
な
ど
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
望
が
、
行
政
に
反
映
さ
れ
る
も

の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
選

挙
で
選
ん
だ
市
議
会
議
員
が
、
み
な
さ
ん
を
代
表
し
て
市
の
仕
事

に
つ
い
て
議
論
し
、
決
定
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
市
議
会

で
決
定
し
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
、市
長
は
実
際
に
仕
事
を
進
め
、

お
互
い
よ
り
よ
い
市
政
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
で
す
。 

  

　
本
会
議
と
委
員
会
は
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
に
開
会
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
傍
聴
の
申
し
込
み
は
、
当
日
、
受
付
で

住
所
と
氏
名
を
書
く
だ
け
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
一
度
傍
聴
し 

て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
な
お
、
一
般
質
問
の
模
様
は
、
Ｂ
Ａ
Ｎ
‐
Ｂ
Ａ
Ｎ
テ
レ
ビ
で
も

生
中
継
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
会
議
の
日
程
等
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
傍
聴

さ
れ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
会
事
務
局
（
　
４
２
７
・
９
３

０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 



議
員
　
す
べ
て
の
市
民
が
健
や
か
に

生
活
で
き
る
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
病
気
に
な
る
人

を
減
ら
し
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
の

期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
す
る
な
ど
、

生
活
の
質
が
大
き
く
損
な
わ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
健
康
づ
く
り
の
推

進
と
疾
病
予
防
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

来
年
四
月
か
ら
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
重
点
を
置
い
た
健
康
診
査
が
医
療

保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
る
が
、
効

率
的
、
効
果
的
な
実
施
が
重
要
で
あ

る
。
本
市
の
取
り
組
み
状
況
、
計
画

内
容
は
ど
う
か
。 

福
祉
部
長
　
昨
年
成
立
し
た
「
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
健
診
制
度
の
大
幅
な
改
革

が
行
わ
れ
る
。
新
た
な
健
診
制
度
の

実
施
に
向
け
、
厚
生
労
働
省
か
ら
示

さ
れ
た
「
健
診
・保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
よ
り
、
受
診
券
方
式
に
よ
る
健
診

の
個
別
通
知
や
身
近
な
医
療
機
関
で

の
個
別
受
診
な
ど
、
来
年
度
か
ら
の

取
り
組
み
を
鋭
意
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
概
要
が
ま
と
ま
り
し

だ
い
、市
民
へ
の
周
知
を
図
り
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
に

　
つ
い
て 

　
　
特
定
健
康
診
査
実
施
計
画
に
よ
る

　
　
参
酌
標
準
目
標
に
つ
い
て
／
病
に

　
　
よ
る
配
偶
者
死
の
実
態
に
つ
い
て

　
　
／
保
健
指
導
に
つ
い
て 

○
加
古
川
市
北
西
部
へ
の
「
い
き
い
き

　
と
し
た
街
づ
く
り
」
に
つ
い
て 

　
　
「
法
華
山
谷
川
」
整
備
に
つ
い
て

　
　
／
ま
ち
お
こ
し
「
道
の
駅
」
建
設

　
　
に
つ
い
て
／
「
か
こ
タ
ク
シ
ー
」

　
　
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
／
地
域
道

　
　
路
整
備
計
画
に
つ
い
て 

     

議
員
　
障
害
児
を
も
つ
家
族
へ
の
行

政
の
支
援
と
し
て
、
本
市
で
は
、「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ
く
、「
日

中
一
時
支
援
事
業
」
を
昨
年
十
月
か

ら
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
現

状
と
課
題
、
さ
ら
に
今
後
の
事
業
展

開
の
見
解
は
ど
う
か
。 

福
祉
部
長
　
本
市
で
は
昨
年
十
月
か

ら
、
障
害
児
が
自
立
し
た
日
常
生
活

や
社
会
生
活
を
営
む
た
め
の
「
日
中

一
時
支
援
事
業
」
を
「
日
中
短
期
入

所
型
」
で
実
施
し
て
い
る
。
四
月
一

日
現
在
で
百
五
十
九
人
に
受
給
者
証

を
交
付
し
、
月
平
均
約
三
十
人
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
日
中
短
期

入
所
型
」
は
、
主
と
し
て
、
保
護
者

や
家
族
の
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
時
等
の

介
護
者
不
在
へ
の
対
応
、
ま
た
は
日

常
的
に
介
護
し
て
い
る
方
の
一
時
的

な
休
息
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
「
予
約
が
取
り
に
く
い
」
「
緊

急
時
に
利
用
し
に
く
い
」
等
の
声
が

あ
る
の
で
、
事
業
者
指
定
基
準
の
見

直
し
等
、
事
業
者
の
拡
大
を
検
討
し

た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

　
　
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
」

　
　
の
現
状
に
つ
い
て
／
「
放
課
後
子

　
　
ど
も
教
室
」
設
置
に
む
け
た
取
り

　
　
組
み
に
つ
い
て
／
「
放
課
後
子
ど

　
　
も
プ
ラ
ン
事
業
」
に
お
け
る
障
害

　
　
児
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

○
障
害
児
の
子
育
て
に
つ
い
て 

　
　
家
族
へ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
つ
い

　
　
て
／
障
害
者
（
児
）
家
庭
の
男
女

　
　
共
同
参
画
に
つ
い
て
／
「
児
童
デ

　
　
イ
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
／
障
害

　
　
児
の
長
期
休
暇
に
つ
い
て
／
（
仮

　
　
称
）
「
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ

　
　
ー
」
設
置
に
つ
い
て 

○
食
育
に
つ
い
て 

　
　
小
・
中
学
生
の
朝
の
欠
食
率
の
現

　
　
状
と
今
後
の
指
導
、
対
策
に
つ
い

　
　
て
／
学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
産

　
　
食
材
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ

　
　
い
て
／
栄
養
教
諭
の
配
置
の
現
状
、

　
　
食
育
に
お
け
る
役
割
の
重
要
性
に

　
　
つ
い
て
／
食
育
の
周
知
に
つ
い
て 

     

議
員
　
来
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
現
在
、

子
ど
も
に
扶
養
さ
れ
る
な
ど
で
保
険

料
負
担
が
な
い
人
も
含
め
、
七
十
五

歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
が
保
険

料
を
支
払
う
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

そ
の
保
険
料
は
介
護
保
険
料
と
合
わ

せ
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
、

保
険
料
を
支
払
え
な
い
場
合
は
資
格

証
明
書
が
発
行
さ
れ
、
医
療
機
関
で

は
全
額
負
担
と
な
る
。
そ
の
場
合
、

病
院
へ
行
く
こ
と
が
難
し
く
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
見
解
は
ど
う
か
。 

市
民
部
長
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
創
設
に
よ
り
、
社
会
保
険
等
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
七
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
に
も
新
た
に
保
険
料
の
負
担

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
激
変

緩
和
措
置
と
し
て
、
本
制
度
加
入
後

二
年
間
は
保
険
料
が
二
分
の
一
に
軽

減
さ
れ
る
。
ま
た
、
年
金
か
ら
の
保

険
料
の
天
引
き
が
介
護
保
険
料
と
併

せ
て
年
金
の
二
分
の
一
以
上
と
な
る

場
合
は
、
天
引
き
で
は
な
く
納
付
書

で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

納
付
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
て
は
、

生
活
実
態
に
応
じ
た
納
付
相
談
を
行

っ
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
病
院

　
の
充
実
に
つ
い
て 

　
　
医
師
不
足
の
原
因
と
問
題
解
決
の

　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て
／
療
養
病
床

　
　
の
削
減
計
画
と
考
え
方
に
つ
い
て

　
　
／
県
立
病
院
の
跡
地
利
用
計
画
に

　
　
つ
い
て
／
診
療
報
酬
明
細
書
の
オ

　
　
ン
ラ
イ
ン
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

○
父
子
家
庭
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て 

      議
員
　
各
中
学
校
区
に
あ
る
市
立
公

民
館
は
、
市
民
に
最
も
身
近
な
施
設

と
し
て
、
よ
り
多
目
的
な
利
用
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
障
害
児
を
抱
え
る

保
護
者
か
ら
、
短
時
間
で
も
預
け
る

こ
と
の
で
き
る
施
設
が
近
隣
に
あ
れ

ば
助
か
る
と
い
う
要
望
を
多
く
聞
く
。

公
民
館
を
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
利
用
が
で
き
な
い
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
本
市
で
は
障
害
児

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
障
害
児

等
を
一
時
的
に
預
か
り
、
日
常
的
に

介
護
し
て
い
る
家
族
の
一
時
的
な
休

息
を
目
的
と
す
る
「
日
中
一
時
支
援

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
、

こ
の
事
業
は
、
利
用
者
の
安
全
等
を

確
保
で
き
る
施
設
基
準
を
備
え
た
日

中
一
時
支
援
事
業
所
で
行
っ
て
い
る

が
、
公
民
館
で
実
施
す
る
に
は
、
こ

の
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
多

く
の
困
難
を
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
公
民
館
で
の
障
害
児
家

庭
教
育
学
級
等
の
講
座
や
、
障
害
児

団
体
が
公
民
館
で
活
動
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
支
援
し
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
Ｂ
Ｄ
Ｆ
事
業
の
支
援
に
つ
い
て 

　
　
学
校
給
食
の
廃
食
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
事

　
　
業
利
用
に
つ
い
て
／
休
耕
田
利
用

　
　
等
を
含
め
農
業
施
策
と
し
て
の
取

　
　
り
組
み
に
つ
い
て
／
小
規
模
作
業

　
　
所
事
業
支
援
と
し
て
の
取
り
組
み

　
　
に
つ
い
て
／
環
境
施
策
と
し
て
の

　
　
Ｂ
Ｄ
Ｆ
事
業
支
援
に
つ
い
て 

○
市
立
公
民
館
を
地
域
福
祉
の
拠
点
に

　
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
　
現
在
の
公
民
館
事
業
と
利
用
状
況

　
　
に
つ
い
て
／
福
祉
相
談
業
務
の
取

　
　
り
組
み
に
つ
い
て
／
人
権
等
相
談

　
　
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

      議
員
　
公
害
防
止
協
定
に
定
め
ら
れ

て
い
る
個
人
補
償
に
つ
い
て
の
実
績

と
、
個
人
補
償
に
対
す
る
自
治
体
の

役
割
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

ま
た
、
公
害
防
止
協
定
の
改
定
案
で

は
、
現
行
の
「
公
害
の
防
止
は
企
業

の
重
大
な
社
会
的
責
任
」
や
「
公
害

を
防
い
で
地
域
住
民
を
保
護
す
る
こ

と
は
自
治
体
の
責
務
」
と
い
う
文
言

が
削
除
さ
れ
、
改
定
案
で
は
「
事
業

者
が
自
主
的
か
つ
率
先
的
に
保
全
活

動
を
行
う
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ

れ
で
自
治
体
の
責
務
は
果
た
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
神
戸
製
鋼
所
等
に
お

け
る
環
境
対
策
の
検
証
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。 

環
境
部
長
　
過
去
に
２
件
の
個
人
補

償
例
が
あ
り
、解
決
が
困
難
な
場
合
、

申
し
出
が
あ
れ
ば
、
市
は
必
要
な
協

力
を
す
る
。
ま
た
、
公
害
防
止
協
定

の
新
た
な
改
定
案
は
、
平
成
十
八
年

十
二
月
か
ら
基
本
的
な
変
更
は
な
く
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
改
定
で
き

る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。
ま
た
、
市

で
は
環
境
対
策
連
絡
会
で
環
境
対
策

の
進
捗
状
況
の
報
告
を
受
け
、
立
入

調
査
に
よ
り
検
証
を
行
っ
て
い
る
。 

 

     

議
員
　
多
重
債
務
者
救
済
の
第
一
段

階
は
行
政
内
部
の
連
携
で
あ
る
。
国

民
健
康
保
険
料
や
家
賃
の
滞
納
者
、

生
活
保
護
申
請
者
な
ど
は
多
重
債
務

を
抱
え
て
い
る
場
合
が
多
い
。
各
部

署
が
共
通
の
基
礎
知
識
と
意
思
疎
通

が
あ
れ
ば
、
解
決
に
踏
み
出
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
行
政
内
部
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
の
検
討
は
ど
う
か
。

ま
た
、
弁
護
士
会
や
司
法
書
士
会
な

ど
、
債
務
救
済
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
ん

だ
専
門
機
関
と
行
政
の
連
携
体
制
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

市
民
部
長
　
本
市
で
は
、
市
民
部
を

中
心
に
関
係
各
課
で
全
庁
的
な
連
携

を
図
る
た
め
、
五
月
に
多
重
債
務
関

係
課
長
会
を
開
催
し
、
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。
今
後

は
、
各
部
門
で
多
重
債
務
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
速
や
か
に
生
活
・
交
通
安

全
課
に
連
絡
し
、
同
課
が
対
応
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
専
門
機

関
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、
「
（
仮

称
）
多
重
債
務
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
を
七
月
に
発
足
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
は
、
こ
の
会
議
を
通
じ
て

専
門
機
関
の
支
援
を
受
け
、
円
滑
な

相
談
業
務
体
制
を
構
築
し
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
多
重
債
務
者
救
済
対
策
に
つ
い
て 

　
　
近
隣
市
町
と
の
連
携
に
つ
い
て 

○
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て 

   

健
康
診
査
の
効
果
的
・ 

効
率
的
な
実
施
に
つ
い
て 

　
　
　
　
安
田
　
実
稔
　
議
員 

市
立
公
民
館
を 

地
域
福
祉
の
拠
点
に 

　
　
　
　
吉
野
　
晴
雄
　
議
員 

環
境
汚
染
問
題
の 

　
現
状
と
課
題
は 

　
　
　
　
井
筒
　
高
雄
　
議
員 

多
重
債
務
者
救
済
の 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を 

　
　
　
　
中
村
　
照
子
　
議
員 

障
害
児
の
「
日
中
一
時 

支
援
事
業
」
に
つ
い
て 

　
　
　
　
今
井
　
淳
子
　
議
員 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

　
に
つ
い
て 

　
　
　
　
広
瀬
　
弘
子
　
議
員 

　6月5日と6日に行われた一般質

問には、9人の議員が質問に立ち、

市政全般にわたり、活発な質問を

展開しました。主な内容は次のと

おりです。　 

▲肥満予防啓発メジャー 

▲神戸製鋼所防じんネット 



     

議
員
　
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
制
度

は
、自
己
保
有
の
住
宅
等
を
担
保
に
、

高
齢
者
の
生
活
費
や
介
護
費
等
を
金

融
機
関
や
自
治
体
か
ら
融
資
を
受
け
、

死
亡
後
、
担
保
と
な
っ
た
住
宅
・
土

地
等
を
売
却
し
て
清
算
す
る
制
度
で
、

不
動
産
は
あ
る
が
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
高
齢
者
に
は
有
効
な
制
度
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
武
蔵
野
市
な

ど
で
採
用
さ
れ
、
老
後
の
生
活
の
安

定
と
向
上
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
が
、
本
市
は
導
入
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

福
祉
部
長
　
こ
の
制
度
は
、
兵
庫
県

社
会
福
祉
協
議
会
が
平
成
十
六
年
七

月
か
ら
「
長
期
生
活
支
援
資
金
」
と

し
て
既
に
制
度
化
し
て
い
る
。
平
成

十
八
年
度
の
問
合
せ
は
約
百
件
と
多

い
も
の
の
、
三
件
の
利
用
に
と
ど
ま

り
、
制
度
化
し
て
か
ら
昨
年
度
ま
で

で
、
六
件
の
貸
付
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
当
面
は
兵
庫
県
社

会
福
祉
協
議
会
の
制
度
に
よ
り
対
応

し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

　
　
人
口
減
少
社
会
へ
の
基
本
的
な
考

　
　
え
方
と
対
応
に
つ
い
て
／
労
働
力
・

　
　
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
／
限
界
集

　
　
落
へ
の
対
応
に
つ
い
て
／
介
護
ボ

　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導
入
に
つ
い

　
　
て 

○
大
規
模
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い
て 

　
　
地
震
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
策
と

　
　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
／
緊

　
　
急
地
震
速
報
の
活
用
に
つ
い
て
／

　
　
耐
震
診
断
と
耐
震
補
強
に
つ
い
て

　
　
／
災
害
時
の
復
旧
作
業
支
援
へ
の

　
　
対
応
に
つ
い
て 

○
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て 

　
　
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
本
市
の

　
　
認
識
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
／
裁

　
　
判
員
制
度
を
市
民
に
理
解
し
て
い

　
　
た
だ
く
た
め
の
施
策
に
つ
い
て 

○
東
播
磨
南
北
道
路
に
つ
い
て 

　
　
東
播
磨
南
北
道
路
と
加
古
川
中
部

　
　
幹
線
に
つ
い
て
／
県
立
新
加
古
川

　
　
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
／

　
　
平
木
橋
の
保
存
に
つ
い
て 

     

議
員
　
県
は
「
行
財
政
構
造
改
革
実

施
計
画
」
で
「
県
立
東
は
り
ま
青
少

年
館
」
を
本
市
に
移
譲
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
が
、
移
譲
に
際
し
て

は
県
と
の
綿
密
な
協
議
が
必
要
で
あ

る
。
平
成
二
十
一
年
度
の
移
譲
を
め

ど
に
し
て
大
規
模
改
修
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
協
議
は
い
つ
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
内
容
で
行
わ
れ
て
き
た
の

か
、
今
後
ど
の
よ
う
な
予
定
で
進
め

ら
れ
る
の
か
。 

企
画
部
長
　
昨
年
十
二
月
に
県
か
ら
、

「
県
立
東
は
り
ま
青
少
年
館
」
の
利

用
者
の
多
く
が
加
古
川
市
民
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
県
の
行
政
改
革
基
準
に

則
し
て
、
本
市
に
施
設
を
移
譲
し
、

運
営
で
き
な
い
か
と
の
打
診
を
受
け

た
。
市
民
に
必
要
な
施
設
で
あ
り
協

議
に
応
じ
た
が
、
築
二
十
五
年
で
老

朽
化
が
進
み
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も

不
十
分
で
あ
る
こ
と
や
、
耐
震
補
強

な
ど
大
規
模
な
改
修
を
要
す
る
た
め
、

移
譲
を
前
提
と
し
た
県
負
担
に
よ
る

施
設
改
修
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
て

い
る
。
ま
た
、
維
持
管
理
運
営
経
費

も
県
に
求
め
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
に
つ

　
い
て 

　
　
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握
に
つ
い

　
　
て
／
被
災
時
の
対
応
行
動
に
つ
い

　
　
て
／
本
市
に
お
け
る
「
災
害
時
要

　
　
援
護
者
の
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
」

　
　
に
つ
い
て
／
自
主
防
災
組
織
に
つ

　
　
い
て 

○
県
立
施
設
の
市
へ
の
移
譲
に
つ
い
て 

　
　
移
譲
後
の
管
理
運
営
方
針
に
つ
い

　
　
て
／
「
Ｏ
Ａ
Ａ
は
り
ま
ハ
イ
ツ
」

　
　
「
加
古
川
健
康
福
祉
事
務
所
」
に

　
　
つ
い
て 

      

議
員
　
先
日
、
播
磨
町
で
加
古
川
青

年
会
議
所
（
加
古
川
Ｊ
Ｃ
）
主
催
に

よ
り
、「
検
証
・・
日
本
の
近
現
代
史
」

と
題
し
、
日
本
青
年
会
議
所
（
日
本

Ｊ
Ｃ
）
作
製
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
中
学
生
と

そ
の
家
族
を
対
象
に
上
映
さ
れ
た
。

こ
れ
は
文
部
科
学
省
の
新
教
育
シ
ス

テ
ム
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
用
さ
れ
、

日
本
Ｊ
Ｃ
が
各
地
で
実
施
を
図
っ
て

い
る
が
、
日
中
・
日
米
の
戦
争
当
時

の
日
本
を
美
化
し
て
い
る
と
も
と
れ

る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
上
映
を
本
市

教
育
委
員
会
が
後
援
し
た
こ
と
、
ま

た
、
学
校
現
場
で
の
対
応
と
国
・
県

か
ら
の
連
絡
の
有
無
等
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。 

教
育
指
導
部
長
　
本
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

に
つ
い
て
、
本
市
教
育
委
員
会
が
後

援
す
る
に
当
た
り
、
各
学
校
へ
チ
ラ

シ
等
は
配
布
し
な
い
こ
と
を
条
件
と

し
た
。
従
っ
て
、
加
古
川
Ｊ
Ｃ
か
ら

市
内
の
学
校
へ
の
本
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
配
布

は
な
い
。
本
市
と
し
て
は
、
近
現
代

史
の
評
価
が
定
ま
っ
て
い
な
い
現
在
、

中
立
性
・
公
正
、正
確
性
が
保
た
れ
、

教
科
用
図
書
検
定
基
準
に
基
づ
い
て

審
査
さ
れ
た
教
科
書
を
主
教
材
と
し

て
使
用
し
、
学
習
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
・
県
か

ら
の
情
報
提
供
は
な
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
増
税
と
負
担
増
か
ら
住
民
の
く
ら
し

　
を
守
る
施
策
に
つ
い
て     

　
　
増
税
・
負
担
増
の
中
止
を
求
め
る 

　
　
こ
と
に
つ
い
て
／
国
保
・
介
護
保 

　
　
険
の
負
担
軽
減
と
減
免
に
つ
い
て 

　
　
／
要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除

　
　
の
た
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　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基
盤作りにとって極めて重要なことである。 
　現在、多くの都道府県で、児童生徒の実態に応じ、き
め細かな対応ができるようにするために、少人数教育が
実施されているが、保護者や子どもたちから大変有益で
あるとされている。 
　しかし、義務教育費国庫負担金の負担割合が２分の１
から３分の１に縮小されたことや、地方交付税削減の影
響、厳しい地方財政の状況などから、自治体独自に少人
数教育をいっそう推進することには限界がある。 
　このため、学校施設など含めて教育条件の地域間格差
も広がりつつある。一方、就学援助受給者の増大に現れ
ているように、低所得者層の拡大・固定化が進んでいる。 
　自治体の財政力や保護者の家計の違いによって、セー
フティーネットとして子どもたちが受ける「教育水準」
に格差があってはならない。 
　日本の教育予算はGDP比に占める教育費の割合や教員
一人当たりの児童生徒数などに見られるように、OECD
諸国に比べて脆弱と言わざるを得ない。 
　教育は未来への先行投資であり、子どもたちがどこに
生まれ育ったとしても、等しく良質な教育が受けられる
必要がある。 
　そのため、教育予算を国全体として、しっかりと確保・
充実させる必要がある。こうした理由から、次の事項の
実現について、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。 

記 
１　きめの細かい教育の実現のために、義務制第８次教
　職員定数改善計画を実施すること。また、自然減を上
　回る教職員定数の削減を行うことなく、学校現場に必
　要な教職員の人員・人材を確保すること。 
２　義務教育費国庫負担制度について、国庫負担率を２
　分の１に復元することを含め、制度を堅持すること。 
３　学校施設整備費、就学援助・奨学金など、教育予算
　充実のため、地方交付税を含む国の予算を拡充するこ
　と。 
４　教職員に人材を確保するため、教職員給与の財源を
　確保・拡充すること。 
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出す
る。 
平成19年６月13日 

兵庫県加古川市議会 
議長  渡 辺 昭 良 

　昨今、温室効果ガスの増加による地球温暖化現象が人
類の生存基盤を揺るがす重要な環境問題とされる中で、
平成17年２月には「京都議定書」が発効し、これを受け、
同年４月に政府は「京都議定書目標達成計画」を策定し
たが、その中で森林は温室効果ガスの吸収源としての大
きな役割が課されている。 
　また、平成17年７月のグレンイーグルズ・サミットに
おいて、違法伐採に取り組むことが地球環境の保全や森
林の持続可能な経営に向けた第一歩であることが合意さ
れ、昨年７月サンクトぺテルブルク・サミットでもその
重要性が再確認されたところである。我が国においても、
政府及び業界が一体となって違法伐採対策への取組に着
手したところであり、早急な定着が求められている。 
　一方、近年大規模な自然災害が多発しており、山地災
害を未然に防止するため治山対策や森林の整備・保全の
一体的な推進が強く求められている。 
　このような中で、平成17年度にあっては、用材自給率
も７年ぶりに２割を超える見込みとなり、平成15年度以
降林業への新規就業者が増加するなど、わずかながらで
はあるが明るい兆しも見受けられる。しかしながら、今
なお厳しい状況が続いている林業・木材産業の再生につ
なげていくには、森林吸収源対策としての森林整備を図
るための追加的事業費の継続や新たな森林・林業基本計
画に導入された工程管理の検証など、今後これらの兆し
を助長・発展させるための強力な施策の展開が必要であ
る。 
　特に、追加的事業の緊急的な対応の中で、地方自治体
や個人に係る費用負担が障害となるなど、現下の森林・
林業・木材産業の厳しい実態を踏まえ、林業・木材産業
の再生に向けた強力な施策の展開がなされるよう要請し、
具体的には下記の事項についてその実現を強くお願いす
る。 

記 
１  多様で健全な森林の整備・保全等を促進する新たな
　森林・林業基本計画の推進とこれを実現するための平
　成20年度予算を確保すること。 
２　地球温暖化防止森林吸収源対策を推進するための追
　加的事業費の安定的な財源を確保すること。また、事
　業執行に伴う地方財政追加措置及び森林所有者負担の
　軽減を行うこと。 
３　森林・林業の担い手の育成・確保及び国産材の安定
　供給体制の整備と利用拡大を軸とする林業・木材産業
　の再生に向けた諸施策を展開すること。 
４　国民の安全・安心な暮らしを守る国土保全対策を推
　進すること。 
５　特に、国有林野にあっては、安全・安心な国土基盤
　の形成と地域振興に資する管理体制を確保すること。 
６　地球的規模での環境保全や持続可能な森林経営を目
　指した違法伐採対策を推進すること。 
７　森林整備地域活動支援交付金制度を継続するととも
　に、その充実を図ること。 
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出す
る。 
平成19年６月13日 

兵庫県加古川市議会 
議長  渡 辺 昭 良 

▲県立東はりま青少年館 

次期定数改善計画の実施と 
義務教育費国庫負担制度の2分の１ 
復元と堅持を求める意見書 

森林の整備、林業・林産業の振興に 
関する意見書 

　本定例会で、議員から意見書案2件が提出され、い
ずれも原案のとおり可決されました。意見書は、直ち
に関係機関へ送付されました。 

意 見 書 
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